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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カウンター本体に複数のボウルが配列された洗面カウンターにおいて、
　前記カウンター本体のうちの隣り合う前記ボウルの間の部分となるボウル間部は、その
上面が前後方向から見て幅方向の中央部が側方よりも上側に突出する曲面に形成され、
　前記ボウル間部は、少なくとも一部が前記カウンター本体のうちの前記ボウル間部以外
の部分よりも厚肉であるとともに、その下面が前記カウンター本体を下側から支持する支
持部材が当接可能な平坦面に形成されていることを特徴とする洗面カウンター。
【請求項２】
　カウンター本体に複数のボウルが配列された洗面カウンターにおいて、
　前記カウンター本体のうちの隣り合う前記ボウルの間の部分となるボウル間部は、その
上面が前後方向から見て幅方向の中央部が側方よりも上側に突出する曲面に形成され、
　前記ボウル間部の下側には、前記カウンター本体とは別体に形成された調整部材が設け
られていて、
　該調整部材は、上面が前記ボウル間部の下面に当接され、下面が前記カウンター本体を
下側から支持する支持部材が当接可能な平坦面に形成されているとともに、上面側よりも
下面側が前記ボウルの配列方向の寸法が大きく形成されていることを特徴とする洗面カウ
ンター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、洗面カウンターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、公共施設などにおいてカウンター本体に複数のボウルが並んで設けられた洗面カ
ウンターが知られている（例えば、特許文献１参照）。このような洗面カウンターのカウ
ンター本体は、壁や床などに固定された支持部材で下側から支持されている。
　一般に、支持部材は、カウンター本体の隣り合うボウルの間やボウルの側方の下面に当
接するようにしてカウンター本体を支持している。このため、カウンター本体の隣り合う
ボウル間の下面およびボウルの側方の下面は、支持部材が当接可能な所定の大きさの平坦
面に形成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１８７７８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、カウンター本体の隣り合うボウル間の下面を所定の大きさの平坦面に形成す
るために、隣り合うボウルを所定の間隔に離間させる必要がある。しかしながら、隣り合
うボウルの間隔が大きくなると、カウンター本体の必要寸法が大きくなってしまい、所定
の寸法のカウンター本体に対して所望の数のボウルを設けることができない虞がある。
【０００５】
　そこで本発明は、隣り合うボウルの間隔を小さくすることができる洗面カウンターを提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明に係る洗面カウンターは、カウンター本体に複数のボ
ウルが配列された洗面カウンターにおいて、前記カウンター本体のうちの隣り合う前記ボ
ウルの間の部分となるボウル間部は、その上面が前後方向から見て幅方向の中央部が側方
よりも上側に突出する曲面に形成され、前記ボウル間部は、少なくとも一部が前記カウン
ター本体のうちの前記ボウル間部以外の部分よりも厚肉であるとともに、その下面が前記
カウンター本体を下側から支持する支持部材が当接可能な平坦面に形成されていることを
特徴とする。
【０００７】
　本発明では、カウンター本体のボウル間部を他の部分よりも厚肉に形成することにより
、ボウル間部の下面の略全面をその上面の形状にかかわらず平坦面にすることが可能とな
る。これに対し、カウンター本体全体が均一な厚さに形成されていると、ボウル間部のう
ちの上面が平坦面に形成された部分の下面にしか平坦面を形成することができない。
　このため、本発明では、全体を均一な厚さに形成したカウンター本体と比べて隣り合う
ボウルの間隔（ボウルのピッチ）が小さい場合でも、ボウル間部の下面に支持部材が当接
可能な所定の大きさの平坦面を形成することができる。
　これにより、本発明では、隣り合うボウルの間隔を小さくすることができる。
【０００８】
　また、本発明に係る洗面カウンターは、カウンター本体に複数のボウルが配列された洗
面カウンターにおいて、前記カウンター本体のうちの隣り合う前記ボウルの間の部分とな
るボウル間部は、その上面が前後方向から見て幅方向の中央部が側方よりも上側に突出す
る曲面に形成され、前記ボウル間部の下側には、前記カウンター本体とは別体に形成され
た調整部材が設けられていて、該調整部材は、上面が前記ボウル間部の下面に当接され、
下面が前記カウンター本体を下側から支持する支持部材が当接可能な平坦面に形成されて
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いるとともに、上面側よりも下面側が前記ボウルの配列方向の寸法が大きく形成されてい
ることを特徴とする。
【０００９】
　本発明では、カウンター本体のボウル間部の下側に調整部材を配置することにより、ボ
ウル間部の上面の形状にかかわらず調整部材の下面の略全体に支持部材が当接可能な所定
の大きさの平坦面を形成することができる。そして、調整部材は、上面側よりも下面側の
方が前記ボウルの配列方向の寸法が大きく形成されていることにより、隣り合うボウルの
間隔（ボウルのピッチ）が小さい場合でも、調整部材の下面に支持部材が当接可能な所定
の大きさの平坦面を形成することができる。
　これにより、隣り合うボウルの間隔を小さくすることができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、隣り合うボウルの間隔を小さくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第１実施形態による洗面カウンターの一例を示す斜視図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線断面図である。
【図３】図１のＢ－Ｂ線断面図である。
【図４】図２のＣ部分の拡大図である。
【図５】取付部材を説明する斜視図である。
【図６】支持ブラケットを説明する斜視図である。
【図７】本発明の第２実施形態による洗面カウンターの一例を示す斜め下側から見た斜視
図である。
【図８】図７のＤ－Ｄ線断面図である。
【図９】第３実施形態による洗面カウンターの一例を示す図である。
【図１０】調整部材を説明する斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
（第１実施形態）
　以下、本発明の第１実施形態による洗面カウンターについて、図１乃至図６に基づいて
説明する。
　図１乃至図３に示すように、第１実施形態による洗面カウンター１Ａは、例えば公共施
設などに設置されていて、２つのボウル２，２（図１および図３参照）が形成されたカウ
ンター本体３Ａと、カウンター本体３Ａを所定の高さに支持する支持部材４と、を有して
いる。本実施形態による洗面カウンター１Ａは、壁面１１に沿って設置されている。
　ここで、壁面１１と洗面カウンター１Ａとが対向する水平方向を前後方向とし、壁面１
１に対して洗面カウンター１Ａ側を前側、洗面カウンター１Ａに対して壁面１１側を後側
とする。また、前後方向に直交する水平方向を幅方向とする。
　洗面カウンター１Ａの下部は、キャビネットなどが設けられていてもよいし、空けられ
た状態としてもよい。また、洗面カウンター１Ａの幅方向の両端部には、側板や壁などが
設けられていてもよい。
【００１４】
　カウンター本体３Ａは、板面が水平面となる板状で２つのボウル２，２が形成されたボ
ウル設置部３１Ａと、ボウル設置部３１Ａの前端部から下側に延びるエプロン部３２と、
ボウル設置部３１Ａの後端部から上側に延びる立ち上がり部３３と、立ち上がり部３３の
上端部から後側に延びる天板部３４と、を有している。これらのボウル設置部３１Ａ、エ
プロン部３２、立ち上がり部３３および天板部３４は、一体に形成されている。
【００１５】
　ボウル設置部３１Ａは、平面視形状が幅方向に延びる略長方形状に形成され、幅方向の
中央部の両側にそれぞれ１つずつボウル２が配置されている。本実施形態では、ボウル２
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，２の配列方向は、幅方向と一致している。本実施形態では、ボウル設置部３１Ａとボウ
ル２，２とは一体に形成されている。
　本実施形態では、ボウル２は、平面視形状が略長方形状となるように形成されていて、
幅方向の中央部における後部側に排水口２１が形成されている。排水口２１には、排水配
管（不図示）が接続されている。
　ボウル２の上面２２は、下側に凹む曲面に形成されている。ボウル２の後端部２ａは、
ボウル設置部３１Ａの後端部まで達していて、立ち上がり部３３の前面と接続されている
。また、ボウル２の前端部２ｂは、ボウル設置部３１Ａの前端部よりも後側に配置されて
いる。
【００１６】
　２つのボウル２，２のうち幅方向の一方側に配置されたボウル２を第１ボウル２Ａとし
、幅方向の他方側に配置されたボウル２を第２ボウル２Ｂとすると、第１ボウル２Ａと第
２ボウル２Ｂとは、幅方向に連続するように配置されている。
　ボウル設置部３１Ａのうち、第１ボウル２Ａと第２ボウル２Ｂとの境界の近傍の領域を
ボウル間部３１１Ａとする。ボウル間部３１１Ａは、ボウル設置部３１Ａの前後方向の略
全体にわたって延在している。ボウル間部３１１Ａの上面は、前後方向から見て幅方向の
中央部が側方よりも上側に突出する曲面に形成されている。
【００１７】
　また、ボウル設置部３１Ａのうち、第１ボウル２Ａの幅方向の一方側の縁部２ｃ近傍の
領域を第１ボウル連続部３１２Ａとし、第２ボウル２Ｂの幅方向の他方側の縁部２ｄ近傍
の領域を第２ボウル連続部３１３Ａとする。
　第１ボウル連続部３１２Ａおよび第２ボウル連続部３１３Ａは、それぞれボウル設置部
３１Ａの前後方向の略全体にわたって延在している。
【００１８】
　図３に示すように、ボウル設置部３１Ａのうち、ボウル間部３１１Ａ、第１ボウル連続
部３１２Ａおよび第２ボウル連続部３１３Ａ以外の部分は、厚さが均一となるように形成
されている。ボウル間部３１１Ａ、第１ボウル連続部３１２Ａおよび第２ボウル連続部３
１３Ａは、ボウル設置部３１Ａのこれら以外の部分よりも厚肉であるとともに、それぞれ
の下面３１１ａ，３１２ａ，３１３ａの略全体が略水平面となる平坦面に形成されている
。
【００１９】
　ボウル間部３１１Ａ、第１ボウル連続部３１２Ａおよび第２ボウル連続部３１３Ａのそ
れぞれ下面３１１ａ，３１２ａ，３１３ａは、それぞれ支持部材４の取付部材４１が接着
可能な所定の大きさの平坦面に形成されている。
　なお、本実施形態では、ボウル設置部３１Ａのボウル間部３１１Ａ、第１ボウル連続部
３１２Ａおよび第２ボウル連続部３１３Ａ以外の部分と、エプロン部３２、立ち上がり部
３３および天板部３４は、略同じ厚さに形成されている。
【００２０】
　図１および図２に戻り、エプロン部３２は、板面が鉛直面となる平板状の部材で、カウ
ンター本体３Ａの幅方向全体にわたるように形成されている。本実施形態には、エプロン
部３２に、エプロン部３２の前面から突出し荷物などを掛けることができるフック５が設
けられている。フック５は、前側から見て２つのボウル２，２それぞれの幅方向の他方側
（右側）となる位置に設けられている。本実施形態では、洗面カウンター１Ａに対向する
使用者が使用するボウル２の右側の設けられたフック５に荷物を掛けるように想定されて
いる。
【００２１】
　図２に示すように、フック５は、略円柱状の荷掛部５１と、荷掛部５１の軸方の一方側
の端部から突出する荷掛部５１より小径の略円柱状の係止部５２と、を有している。エプ
ロン部３２には、前側から係止部５２が挿入されて係止部５２を係止可能な凹部３２１が
形成されている。
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　エプロン部３２の凹部３２１に係止部５２が挿入されて係止されると、荷掛部５１がエ
プロン部３２の前面から突出した状態となる。そして、このような状態の荷掛部５１に荷
物などを掛けることができる。
　本実施形態では、荷掛部５１の前端部近傍がその後側よりも拡径していて、荷掛部５１
に掛けられた荷物が荷掛部５１から滑り落ちることを抑制している。
　なお、フック５は、エプロン部３２を貫通するボルトなどによって、エプロン部３２の
後側からエプロン部３２に固定されていてもよい。
【００２２】
　図１乃至図３に示すように、立ち上がり部３３は、板面が鉛直面となる平板状の部材で
、カウンター本体３Ａの幅方向全体にわたるように形成されている。立ち上がり部３３に
は、水栓３３１，３３１（図１および図３参照）が取り付けられている。なお、立ち上が
り部３３は、水栓３３１，３３１に加えてせっけん入れ（不図示）などの部材が取り付け
可能に構成されていてもよい。
【００２３】
　天板部３４は、板面が略水平面となる平板状の部材で、カウンター本体３Ａの幅方向全
体にわたるように形成されている。天板部３４の後端部３４１は、壁面１１と当接してい
る。天板部３４は、その上面３４２に使用者が荷物などの物品を載置できるように設けら
れている。
　図４に示すように、天板部３４の前端部３４３近傍の上面３４２には、前側から後側に
向かって漸次下側に向かう傾斜面３４４が形成されている。傾斜面３４４は、その前端部
よりも後端部が２ｍｍ程度低くなるように形成されている。傾斜面３４４の後端部は、天
板部３４の上面３４２のうちの傾斜面３４４よりも後側の部分と滑らかに接続されている
。
【００２４】
　天板部３４に傾斜面３４４が形成されていることにより、例えば口紅などの円柱状の物
品を天板部３４に載せた際に、この物品が天板部３４の上面３４２を前方に向かって転が
ったとしても、傾斜面３４４によって物品が前方に向かって転がることが抑制される。こ
のため、天板部３４の上に載置された物品が天板部３４の前端部３４３から下方に落ちる
ことを防止できる。
【００２５】
　天板部３４からの物品の落下防止機構として、天板部３４の上面３４２の前端部３４３
近傍に、上側に突出する突出部を形成する場合がある。しかしながら、このような落下防
止機構では、使用者が天板部３４の上の物品を取ろうとした際に、突出部に物品が引っ掛
かり物品をスムーズに取れないことがある。
　これに対して、本実施形態では、天板部３４の上面３４２に物品が引っ掛かる虞がなく
、使用者が天板部３４から物品をスムーズに取ることができる。
　また、天板部３４の上面３４２に突出部が形成されていると、天板部３４の上面３４２
に入隅が形成され、この入隅にゴミなどが入り込むことあるため、天板部３４の清掃に手
間がかかっている。
　これに対して、本実施形態では、天板部３４の上面３４２に入隅となる角部が形成され
ないため、天板部３４の清掃を容易に行うことができる。
【００２６】
　図２および図３に戻り、支持部材４は、ボウル設置部３１Ａの下面に接着される取付部
材４１と、壁面１１に固定されて取付部材４１に固定される支持ブラケット４２と、を有
している。
　本実施形態では、３つの支持部材４，４，４でカウンター本体３Ａを所定の高さに支持
している。３つの支持部材４，４，４は、ボウル設置部３１Ａのボウル間部３１１Ａ、第
１ボウル連続部３１２Ａおよび第２ボウル連続部３１３Ａの下側にそれぞれ配置されてい
る、これらの取付部材４１，４１，４１は、上側に配置されるボウル間部３１１Ａ、第１
ボウル連続部３１２Ａおよび第２ボウル連続部３１３Ａの下面３１１ａ，３１２ａ，３１
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３ａのうちのいずれかに接着されている。
【００２７】
　図２、図３および図５に示すように、取付部材４１は、板面が水平面となる平板状に形
成され、上面４１１ａが上側に配置されるボウル間部３１１Ａ、第１ボウル連続部３１２
Ａおよび第２ボウル連続部３１３Ａ（図２および図３参照）の下面３１１ａ，３１２ａ，
３１３ａのうちのいずれかに接着される接着部４１１と、板面が幅方向を向く鉛直面とな
る平板状に形成され、接着部４１１の上面４１１ａから上側に突出する突出部４１２と、
を有している。
　接着部４１１および突出部４１２は、木材や樹脂などで形成されている。接着部４１１
と突出部４１２とは、一体に形成されていてもよいし、別体に形成されて連結されていて
もよい。
【００２８】
　接着部４１１は、板面が幅方向よりも前後方向に長い略長方形状に形成されている。接
着部４１１は、上面４１１ａおよび下面４１１ｂが平坦面となるように形成されている。
　図３に示すように、接着部４１１の幅方向の寸法は、ボウル間部３１１Ａの下面３１１
ａの幅方向の寸法と略同じ寸法となるように設定されている。また、図２に示すように、
接着部４１１の前後方向の寸法は、カウンター本体３Ａの前後方向の寸法よりもやや小さ
くなるように設定されている。
【００２９】
　接着部４１１は、前側の部分となる前部側４１１ｃがカウンター本体３Ａのボウル設置
部３１Ａの下側に配置され、後側の部分となる後部側４１１ｄが立ち上がり部３３および
天板部３４の下方に配置される。接着部４１１の前端部４１１ｅは、エプロン部３２の裏
面よりもやや後方に配置され、接着部４１１の後端部４１１ｆは、壁面１１と当接してい
る。
　接着部４１１の上面４１１ａは、例えば接着剤などで上側に配置されるボウル間部３１
１Ａ、第１ボウル連続部３１２Ａおよび第２ボウル連続部３１３Ａの下面３１１ａ，３１
２ａ，３１３ａのうちのいずれかと面接触した状態に接着される。
【００３０】
　なお、本実施形態では、第１ボウル連続部３１２Ａの下面３１２ａ、および第２ボウル
連続部３１３Ａの下面３１３ａは、ボウル間部３１１Ａの下面３１１ａよりも幅方向の寸
法が小さくなるように形成されている。このため、第１ボウル連続部３１２Ａの下面３１
２ａ、および第２ボウル連続部３１３Ａの下面３１３ａに接着される接着部４１１は、そ
の上面４１１ａの一部が第１ボウル連続部３１２Ａの下面３１２ａ、および第２ボウル連
続部３１３Ａの下面３１２ｂと接着されず露出した状態となっている。
【００３１】
　突出部４１２は、板面が略長方形状に形成され、接着部４１１の後部側４１１ｄに連結
されている。
　突出部４１２は、接着部４１１が上側に配置されるボウル間部３１１Ａ、第１ボウル連
続部３１２Ａおよび第２ボウル連続部３１３Ａの下面３１１ａ，３１２ａ，３１３ａのう
ちのいずれかに接着されると、天板部３４の下方で立ち上がり部３３の後方に配置される
。このとき、突出部４１２は、上端部４１２ａが天板部３４の下面と対向し、前端面４１
２ｂが立ち上がり部３３の後面と対向し、後端部４１２ｃが壁面１１と対向している。
　なお、突出部４１２は、立ち上がり部３３、天板部３４および壁面１１と当接していて
もよいし、立ち上がり部３３、天板部３４および壁面１１との間に隙間が形成されていて
もよい。
【００３２】
　図２、図３および図６に示すように、支持ブラケット４２は、壁面１１（図２および図
３参照）に固定される第１固定部４２１と、第１固定部４２１と連結されて取付部材４１
の接着部４１１（図２および図３参照）に固定される第２固定部４２２と、第１固定部４
２１および第２固定部４２２それぞれに連結されたフランジ４２３と、を有している。
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【００３３】
　第１固定部４２１は、所定の長さを有する長尺の部材で、壁面１１に沿って上下方向に
延在するように配置されている。第１固定部４２１は、ネジなどの固定具で壁面１１に固
定される。第１固定部４２１には壁面１１と当接する平坦面が形成されている。
　第２固定部４２２は、所定の長さを有する長尺の部材で、取付部材４１の接着部４１１
の下面に沿って前後方向に延在するように配置されている。第２固定部４２２は、ネジな
どの固定具で取付部材４１の接着部４１１の下面に固定される。第２固定部４２２には、
接着部４１１の下面と当接する平坦面が形成されている。
【００３４】
　第１固定部４２１と第２固定部４２２とは、第１固定部４２１の上端部と第２固定部４
２２の後端部とが連結され、幅方向から略直交するように配置されている。
　フランジ４２３は、板面が幅方向を向く鉛直面となる板状の部材で、第１固定部４２１
の前側かつ第２固定部４２２の４２３下側に配置され、第１固定部４２１および第２固定
部４２２とそれぞれ連結されている。
　支持ブラケット４２についても、３つの取付部材４１それぞれに固定されるように３つ
設けられている。
【００３５】
　このような洗面カウンター１Ａを壁面１１に沿って所定の高さに設置するには、まず、
ボウル設置部３１Ａの下面に３つの取付部材４１，４１，４１をそれぞれ接着するととも
に、３つの支持ブラケット４２，４２，４２をそれぞれ壁面１１の所定の高さに固定する
。
　このとき、ボウル設置部３１Ａのボウル間部３１１Ａ、第１ボウル連続部３１２Ａおよ
び第２ボウル連続部３１３Ａの下面３１１ａ，３１２ａ，３１３ａそれぞれに取付部材４
１を接着する。
【００３６】
　続いて、３つの支持ブラケット４２，４２，４２それぞれの第２固定部４２２の上面に
ボウル設置部３１Ａの下面に接着された取付部材４１の接着部４１１の下面４１１ｂが当
接するように、取付部材４１が接着されたカウンター本体３Ａを支持ブラケット４２，４
２，４２の上に載置する。そして、支持ブラケット４２，４２，４２それぞれの第２固定
部４２２と取付部材４１の接着部４１１とをネジなどの固定具で固定する。
　このようにして、カウンター本体３Ａが壁面１１に沿って所定の高さに設置される。
【００３７】
　次に、上述した第１実施形態による洗面カウンター１Ａの作用・効果について図面を用
いて説明する。
　上述した第１実施形態による洗面カウンター１Ａでは、ボウル設置部３１Ａのボウル間
部３１１Ａを他の部分よりも厚肉に形成することにより、ボウル間部３１１Ａの下面３１
１ａの略全面をその上面の形状にかかわらず平坦面にすることが可能となる。これに対し
、ボウル設置部３１Ａ全体が均一な厚さに形成されていると、ボウル間部３１１Ａのうち
の上面が平坦面に形成された部分の下面にしか平坦面を形成することができない。
【００３８】
　このため、第１実施形態による洗面カウンター１Ａは、ボウル設置部３１Ａ全体を均一
な厚さに形成した洗面カウンターと比べて、隣り合うボウル２，２の間隔（ボウル２のピ
ッチ）が小さい場合でも、ボウル間部３１１Ａの下面３１１ａに支持部材４が当接可能な
所定の大きさの平坦面を形成することができる。
　これにより、洗面カウンター１Ａの隣り合うボウル２，２の間隔を小さくすることがで
きる。
【００３９】
　また、ボウル間部３１１Ａと同様に第１ボウル連続部３１２Ａおよび第２ボウル連続部
３１３についても厚肉に形成し、その下面３１２ａ，３１３ａを平坦面にすることにより
、第１ボウル連続部３１２Ａおよび第２ボウル連続部３１３Ａの下面３１２ａ，３１３ａ
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の略全体をその上面の形状にかかわらず平坦面にすることが可能となる。
　これにより、ボウル設置部３１Ａ全体を均一な厚さに形成した洗面カウンターと比べて
、第１ボウル連続部３１２Ａおよび第２ボウル連続部３１３Ａの幅方向の寸法を小さくす
ることができる。
　また、カウンター本体３Ａは、ボウル間部３１１Ａの上面が上側に突出する曲面に形成
されていることにより、ボウル間部３１１Ａの上面に水が溜まることを防止できる。
【００４０】
（第２実施形態）
　次に、他の実施形態について、添付図面に基づいて説明するが、上述の第１実施形態と
同一又は同様な部材、部分には同一の符号を用いて説明を省略し、第１実施形態と異なる
構成について説明する。
　図７および図８に示すように、第２実施形態による洗面カウンター１Ｂは、カウンター
本体３Ｂのボウル設置部３１Ｂのボウル間部３１１Ｂは、第１実施形態と同様に厚肉に形
成されているが、下側に開口する凹部３１１ｂが形成されている。凹部３１１ｂは、平面
視形状が幅方向よりも前後方向に長い略長方形状に形成されている。
【００４１】
　ボウル間部３１１Ｂのうちの凹部３１１ｂが形成されていない部分の下面３１１ａは、
平坦面に形成されている。
　また、この凹部３１１ｂの内側には、底部から下側に突出するリブ３１１ｃが形成され
ている。リブ３１１ｃの下端面は、平坦面に形成されている。本実施形態では、凹部３１
１ｂの内側において、前後方向に延びるリブ３１１ｃと幅方向に延びるリブ３１１ｃとが
形成されている。
　本実施形態では、ボウル間部３１１Ｂのうちの凹部３１１ｂが形成されていない部分の
下面３１１ａおよびリブ３１１ｃの下面３１１ｄに、取付部材４１の接着部４１１が接着
され、この取付部材４１の接着部４１１と支持ブラケット４２とが固定されるように構成
されている。
【００４２】
　また、第１ボウル連続部３１２Ｂおよび第２ボウル連続部３１３Ｂについても、ボウル
間部３１１Ｂと同様に、それぞれ厚肉に形成されているが、凹部３１２ｂ，３１３ｂが形
成されるとともに、凹部３１２ｂ，３１３ｂの内側にリブ３１２ｃ，３１３ｃが形成され
ている。
　そして、第１ボウル連続部３１２Ｂおよび第２ボウル連続部３１３Ｂの凹部３１２ｂ，
３１３ｂが形成されていない部分の下面３１２ａ，３１３ａおよびリブ３１２ｃ，３１３
ｃの下面３１２ｄ，３１３ｄに、取付部材４１の接着部４１１が接着され、この取付部材
４１の接着部４１１と支持ブラケット４２とが固定されるように構成されている。
【００４３】
　第２実施形態によれば、第１実施形態と同様の効果を奏するとともに、第１実施形態と
比べてカウンター本体３Ｂの軽量化および材料の減量化を図ることができる。
【００４４】
（第３実施形態）
　図９に示すように、第３実施形態による洗面カウンター１Ｃは、カウンター本体３Ｃの
ボウル設置部３１Ｃ全体が略均一な厚さに形成されている。ボウル設置部３１Ｃのボウル
間部３１１Ｃ、第１ボウル連続部３１２Ｃおよび第２ボウル連続部３１３Ｃの上面は、第
１の実施形態と同様に上方に突出する曲面に形成されている。第３実施形態では、ボウル
設置部３１Ｃのボウル間部３１１Ｃ、第１ボウル連続部３１２Ｃおよび第２ボウル連続部
３１３Ｃの下面３１１ａ，３１２ａ，３１３ａは、第１実施形態と異なり、それぞれの上
面と対応するように上側に凹んだ曲面に形成されている。
【００４５】
　ボウル設置部３１Ｃのボウル間部３１１Ｃ、第１ボウル連続部３１２Ｃおよび第２ボウ
ル連続部３１３Ｃの下面３１１ａ，３１２ａ，３１３ａには、第１実施形態の支持部材４
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の取付部材４１，４１，４１（図３参照）に代わって調整部材６，６，６が接着されてい
る。第３実施形態による支持部材４Ｃは、第１実施形態のような取付部材４１を有してお
らず、支持ブラケット４２が調整部材６に直接固定されるように構成されている。
【００４６】
　図９および図１０に示すように、調整部材６は、上面６１ａが上側に配置されるボウル
間部３１１Ｃ、第１ボウル連続部３１２Ｃおよび第２ボウル連続部３１３Ｃ（図９参照）
の下面３１１ａ，３１２ａ，３１３ａのうちのいずれかに接着される接着部６１と、板面
が幅方向を向く鉛直面となる平板状に形成され、接着部６１の上面６１ａから上側に突出
する突出部６２と、を有している。
　接着部６１および突出部６２は、木材や樹脂などで形成されている。接着部６１と突出
部６２とは、一体に形成されていてもよいし、別体に形成されて連結されていてもよい。
【００４７】
　接着部６１は、幅方向よりも前後方向に長い長尺の部材に形成されている。接着部６１
の上面６１ａは、上側に配置されるボウル間部３１１Ｃ、第１ボウル連続部３１２Ｃおよ
び第２ボウル連続部３１３Ｃの下面３１１ａ，３１２ａ，３１３ａのうちのいずれかと嵌
合する形状に形成されている。接着部６１の下面６１ｂは、平坦面となるように形成され
ている。
　接着部６１は、前後方向から見て上面６１ａ側よりも下面６１ｂ側の方が幅方向（ボウ
ル２，２の配列方向）の寸法が大きく形成されている。
【００４８】
　図９に示すように、接着部６１の幅方向の寸法は、ボウル間部３１１Ｃの下面３１１ａ
の幅方向の寸法と略同じ寸法となるように設定されている。また、接着部６１の前後方向
の寸法は、カウンター本体３Ｃの前後方向の寸法よりもやや小さくなるように設定されて
いる。
【００４９】
　接着部６１は、前側の部分となる前部側６１ｃがカウンター本体３Ｃのボウル設置部３
１Ｃの下側に配置され、後側の部分となる後部側６１ｄが立ち上がり部３３および天板部
３４の下方に配置される。接着部６１の前端部６１ｅは、エプロン部３２の裏面よりもや
や後方に配置され、接着部６１の後端部６１ｆは、壁面１１と当接している。
　接着部６１の上面６１ａは、例えば接着剤などで上側に配置されるボウル間部３１１Ｃ
、第１ボウル連続部３１２Ｃおよび第２ボウル連続部３１３Ｃの下面３１１ａ，３１２ａ
，３１３ａのうちのいずれかと面接触した状態に接着される。
【００５０】
　突出部６２は、板面が略長方形状に形成され、接着部６１の後部側６１ｄに連結されて
いる。
　突出部６２は、接着部６１が上側に配置されるボウル間部３１１Ｃ、第１ボウル連続部
３１２Ｃおよび第２ボウル連続部３１３Ｃの下面３１１ａ，３１２ａ，３１３ａのうちの
いずれかに接着されると、天板部３４の下方で立ち上がり部３３の後方に配置される。こ
のとき、突出部６２は、上端部６２ａが天板部３４の下面と対向し、前端面６２ｂが立ち
上がり部３３の後面と対向し、後端部６２ｃが壁面１１と対向している。
　なお、突出部６２は、立ち上がり部３３、天板部３４および壁面１１と当接していても
よいし、立ち上がり部３３、天板部３４および壁面１１との間に隙間が形成されていても
よい。
【００５１】
　このような洗面カウンター１Ｃを壁面１１に沿って所定の高さに設置するには、まず、
ボウル設置部３１Ｃの下面に３つの調整部材６，６，６をそれぞれ接着するとともに、３
つの支持ブラケット４２，４２，４２をそれぞれ壁面１１の所定の高さに固定する。
　このとき、ボウル設置部３１Ｃのボウル間部３１１Ｃ、第１ボウル連続部３１２Ｃおよ
び第２ボウル連続部３１３Ｃの下面３１１ａ，３１２ａ，３１３ａそれぞれに調整部材６
を接着する。
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【００５２】
　続いて、３つの支持ブラケット４２，４２，４２それぞれの第２固定部４２２の上面に
ボウル設置部３１Ｃの下面に接着された調整部材６の接着部６１の下面６１ｂが当接する
ように、調整部材６が接着されたカウンター本体３Ｃを支持ブラケット４２，４２，４２
の上に載置する。そして、支持ブラケット４２，４２，４２それぞれの第２固定部４２２
と調整部材６の接着部６１とをネジなどの固定具で固定する。
　このようにして、カウンター本体３Ｃが壁面１１に沿って所定の高さに設置される。
【００５３】
　第３実施形態による洗面カウンター１Ｃでは、カウンター本体３Ｃのボウル間部３１１
Ｃの下面３１１ａに調整部材６の接着部６１が接着されていて、調整部材６の接着部６１
の下面が平坦面に形成されている。このため、ボウル間部３１１Ｃの上面の形状にかかわ
らず調整部材６の接着部６１の下面の略全体に支持部材４Ｃが当接可能な所定の大きさの
平坦面を形成することができる。そして、調整部材６の接着部６１は、上面側よりも下面
側の方が幅方向の寸法が大きく形成されていることにより、隣り合うボウル２，２の間隔
（ボウルのピッチ）が小さい場合でも、調整部材６の接着部６１の下面に支持部材４Ｃが
当接可能な所定の大きさの平坦面を形成することができる。これにより、隣り合うボウル
２，２の間隔を小さくすることができる。
　また、第３実施形態による洗面カウンター１Ｃでは、カウンター本体３Ｃのボウル設置
部３１Ｃ全体が略均一な厚さに形成されていることにより、第１実施形態および第２実施
形態による洗面カウンター１Ａ，１Ｂと比べてカウンター本体３Ｃの軽量化および材料の
減量化を図ることができる。
【００５４】
　以上、本発明による洗面カウンター１Ａ～１Ｃの実施形態について説明したが、本発明
は上記の実施形態に限定されるものではなく、その趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更可能
である。
　例えば、上記の実施形態では、洗面カウンター１Ａ～１Ｃには、カウンター本体３Ａ～
３Ｃに２つのボウル２，２が配置されているが３つ以上のボウル２，２…が配置されてい
てもよい。
　また、上記の第１実施形態および第２実施形態では、取付部材４１の接着部４１１は、
ボウル間部３１１Ａ，３１１Ｂ、第１ボウル連続部３１２Ａ，３１２Ｂおよび第２ボウル
連続部３１３Ａ，３１３Ｂいずれかの下面に接着剤などで接着されているが、下面に当接
していれば接着されていなくてもよい。
　また、上記の第３実施形態では、調整部材６の接着部６１は、ボウル間部３１１Ｃ、第
１ボウル連続部３１２Ｃおよび第２ボウル連続部３１３Ｃいずれかの下面に接着剤などで
接着されているが、下面に当接していれば接着されていなくてもよい。
【００５５】
　また、上記の実施形態では、カウンター本体３Ａ～３Ｃがボウル間部３１１Ａ～３１１
Ｃ、第１ボウル連続部３１２Ａ～３１２Ｃおよび第２ボウル連続部３１３Ａ～３１３Ｃの
下側に設置された支持部材４，４Ｃに支持されているが、ボウル間部３１１Ａ～３１１Ｃ
の下側に支持部材４，４Ｃが設置されていれば、第１ボウル連続部３１２Ａ～３１２Ｃお
よび第２ボウル連続部３１３Ａ～３１３Ｃの下側には支持部材４，４Ｃが設置されていな
くてもよいし、他の支持部材が設置されていてもよい。
　このような場合、第１実施形態および第２実施形態では、第１ボウル連続部３１２Ａ，
３１２Ｂおよび第２ボウル連続部３１３Ａ，３１３Ｂが厚肉に形成されていなくてもよく
、第３実施形態では、第１ボウル連続部３１２Ｃおよび第２ボウル連続部３１３Ｃの下側
に調整部材６が設けられていなくてもよい。
【００５６】
　また、上記の実施形態では、カウンター本体３Ａ～３Ｃは、ボウル設置部３１Ａ～３１
Ｃと、エプロン部３２、立ち上がり部３３、天板部３４とを有しているが、少なくともボ
ウル設置部３１Ａ～３１Ｃを有していればよい。



(11) JP 6571464 B2 2019.9.4

10

20

30

　また、上記の実施形態では、ボウル間部３１１Ａ～３１１Ｃの上面が上方に突出する湾
曲面に形成されているが、平坦面に形成されていてもよい。
【００５７】
　また、上記の実施形態では、ボウル設置部３１Ａ～３１Ｃとボウル２，２とが一体に形
成されているが、別体に形成されて連結されていてもよい。
　また、上記の実施形態では、カウンター本体３Ａ～３Ｃは、壁面１１に固定された支持
ブラケット４２に支持されているが、壁面１１に代わって柱や床に固定された支持ブラケ
ットに支持されていてもよい。
【００５８】
　また、上記の実施形態では、天板部３４の前端部３４３近傍の上面３４２には、前側か
ら後側に向かって漸次下側に向かう傾斜面３４４が形成されているが、天板部３４の上面
３４２の全体が水平面に形成されていてもよいし、傾斜面に形成されていてもよい。また
、天板部３４の前端部３４３に、上側に突出する突出部が設けられていてもよい。
　また、上記の実施形態では、エプロン部３２にフック５が設けられているが、設けられ
ていなくてもよい。また、フック５が配置される位置や数は適宜設定されてよい。また、
フック５がエプロン部３２に係止される構成は上記以外であってもよい。
【００５９】
　また、上記の第１実施形態および第２実施形態では、取付部材４１の接着部４１１の上
面に突出部４１２が連結されているが、接着部４１１の上面に突出部４１２が連結されて
いなくてもよい。
　また、上記の第３実施形態では、調整部材６の接着部６１の上面に突出部６２が連結さ
れているが、接着部６１の上面に突出部６２が連結されていなくてもよい。
　また、上記の第２実施形態では、ボウル間部３１１Ｂに形成された凹部３１１ｂの内側
にリブ３１１ｃが形成されているが、リブ３１１ｃが形成されていなくてもよい。また、
凹部３１１ｂおよびリブ３１１ｃの形状や形成される位置や数は適宜設定されてよい。
【符号の説明】
【００６０】
　１Ａ～１Ｃ　洗面カウンター
　２，２Ａ，２Ｂ　ボウル
　３Ａ～３Ｃ　カウンター本体
　４，４Ｃ　支持部材
　６　調整部材
　３１Ａ～３１Ｃ　ボウル設置部
　３１１Ａ～Ｃ　ボウル間部
　３１１ａ　下面
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